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184
産業廃棄物最終処分場周辺環
境整備事業 １００２００

生活環境部環
境政策課 15,987 18,000 18,000 0.3 2,160 事業実施件数 19 8 件 Ⅲ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 無 ２Ｇ c

集中集約計画的な実
施により成果をあげる
よう地域内合意を形成
する

継続

203 環境保全対策事業 １００８００

生活環境部清
掃事業課 9,207 9,099 9,800 1.8 12,960

不法投棄物の
撤収処分量 20,045 18,089 ｋｇ Ⅰ 4 2 4 3 C 現状維持

無 無 １Ｇ a

本庁集約による手薄
感が否めない状況を
機動力の向上で成果
に繋げる

継続

594 環境保全対策事業 553000
伊賀支所　住
民課 309 298 288 0.7 5,040

空き地の雑草
等除去実施比
率
（実施箇所数/
勧告通知数） 30 50 ％ Ⅰ 4 3 3 4 Ａ 現状維持

継続

689 環境保全対策経費 ６０３０００

島ヶ原支所住
民課 92 123 123 0.5 3,600

不法投棄防止
パトロール実
施 48 24 回 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

継続

761 環境保全対策事業 652000
阿山支所住民
課 41 43 48 1.0 7,200

巡回パトロー
ルによる投棄
物回収割合 80 70 　　％ Ⅰ 4 4 4 4 A 現状維持

無 無 ２Ｇ ｂ

継続

0859 環境保全対策事業 703000
大山田支所住
民課 132 381 294 0.7 5,040

空き地の雑草
等除去実施比
率
（実施箇所数/
勧告通知数） 34 50 ％ Ⅰ 4 3 3 4 Ａ 現状維持

継続

962 環境保全対策事業 ７５３０００

青山支所住民
課 521 433 433 0.8 5,760

雑草等除去実
施比率
(実施箇所/勧
告通知) 52 50 　　　% Ⅰ 4 4 4 4 A 現状維持

継続

181－１ 環境基本計画推進事業 １００２００

生活環境部環
境政策課 257 312 312 0.2 1,440

目標事業の達
成率 46 55 　　％ Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 統合

無 無 ３Ｇ ｄ
ＩＳＯ，地球温暖化も包
含し環境基本計画を
推進する

継続

１８１ー5 環境保全負担事業 １００２００

生活環境部環
境政策課 40,611 35,029 32,976 1.0 7,200

区域外一般廃
棄物受入市町
村数 113 110 団体 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 ３Ｇ d

継続

１８１－２ ごみ不法投棄防止対策事業 １００２００

生活環境部環
境政策課 178 196 211 0.1 720

不法投棄の撤
収処分量 20,045 18,089 ㎏ Ⅰ 3 3 4 3 Ｃ 現状維持

無 無 ４Ｇ ｄ
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26
ダイオキシン汚染など、長い時間がたたないと分からない問題にも、住民が
意識を持っている

（７）評価者

伊賀支所長、島ヶ原支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

平成　20　　年度

生活環境部長

淺井　広太
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